
　最近，世の中は狭いなあ，と感じることが多い．思いがけない地で知人の知人に遭遇す
ることが多くなった．私は 12 人兄弟の 12 番目，末っ子であるが，一番上の姉は二回り，
24 歳も年の差がある．大阪で大学に入学したとき，「昔，吉尾孝子さんという同級生がい
たが，あなたはどこの出身か？」と高齢の紳士が声を掛けてきた．その紳士は私の同級生
として大学に入学された方であるが，なんと，私の長姉と小学校時代の同級生だったので
ある．海外で，3 組の知り合いと遭遇したこともある．交通機関の発達が世界を狭くして
いるわけであるが，マスメディア，インターネットの充実なども世の中を狭くしている背
景にあるだろう．情報が瞬時に世界を駆けめぐる時代でもある．しかし，環境の変化だけ
で世の中が狭くなったわけではない．私の知人は職業を通じての縁であることが多いので，
理学療法士やその他の医療従事者が必然的に多くなる．年間に 1 万人を養成する時代に
なって，理学療法士の社会浸透がこの数年でかなり進んだような印象を受けている．この
数の急増は私の知人の知人が多くなることでもあり，社会に大きな影響を与えていくこと
にもなる．私自身と，私の知人，そしてその知人の知人たちの活動が旺盛になればなるほ
ど，社会へのメッセージは多くなり，世の中はますます狭くなっていくことになる．社会
的責任も重くなる．責任を全うすべく，足腰を強くしなければならないし，栄養もつけな
ければならない．足腰が弱いのに踏ん張ることはできない．栄養が不足していれば粘るこ
とはできず，簡単に潰れてしまう．40 年近くも神経生理学的アプローチに影響を受けて展
開してきた日本の理学療法界は，基礎がまだ貧弱であるように思う．流行に左右されるの
ではなく，地に足をしっかりと着けて踏ん張るだけの力をつけないと，社会の要請にきち
んと応えることはできない．狭くなった世の中故に，理学療法士の姿は社会に見えやすく
なっている．栄養を十分とって，足腰を強くする努力を日々怠ってはならないと考えては
いるのだが．
　理学療法ジャーナルの特集で初めて「栄養」に取り組んでみた．極めて重要なことであ
りながら，企画に当たって相当苦悩したのが実際のところである．理学療法士はこれから
もっと栄養に目を向けて臨床活動を行う必要があるし，教育レベルでも積極的に取り組ん
でほしいと改めて感じた次第である．
　6 月，水無月．いよいよ入梅である．しばらくは，ときに見られる五月晴れを期待して，
朝を迎えたいと思う．
 （吉尾雅春）
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